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論文内容の要旨

本論文は，知識情報処理技術に基づく音声認識に関する研究をまとめたものであり，以下に示す 5 章を

もって構成されている。

第 1 章は序論であり，音声研究の歴史的経緯と知識工学との関係について概説し，乙の 2 つの分野にま

たがる本研究の目的，意義および両分野における位置づ‘けについて述べている。

第 2章においては，本研究の対象となっている連続音声認識エキスパートシステムSPREX読t~~思お

よび処理の概要について述べているo 連続的に発声された音声を認識するためには，基本的なパターンマ

ッチングの技術に加えて，音声の専門家が持つ多くの経験的な知識が必要であると言われている。乙のよ

うな経験則を知識情報処理の技術を用いて蓄積，整理すると共1(，この知識を用いて，音声のパワー，ピ

ッチ周波数，ホルマント周波数などの特徴パラメータの分析図を解釈することにより音韻の認識を行うシ

ステムを構築し，その認識手法および必要とされる知識を明らかにしている。

第 3 章においては， SPREX を知識ベースシステムの 1 つの具体例として捉える乙とにより，乙れを

通して知識工学の分野における知識獲得，知識表現，知識管理等の問題について検討し，これらの問題に

対処するために構築されたルールデータベース，音声データベース，知識記述用の専用言語とその翻訳シ

ステムなどの知識ベース構築支援環境の構成，必要性および機能について述べている。また，この支援環

境を用いて SPREXの知識ベースの改良を行い，環境が知識ベース改良の効率向上のために果たした効

果，及び構築された知識ベースの』性能について評価している。

第 4章においては，知識ベースを構築するために必要とされる積極的な支援のーっとして帰納的学習を

取り上げ， SPREX のために開発された帰納的学習システムARIS の設計思想，機能及びその実現手
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法について述べている。具体的な事例からそれを処理するために必要な知識を帰納的に学習するためには，

例題として与えられる事例の特徴が正確に記述されている乙と，例題の中 lと含まれる様々な雑音に対処で

きること杭必要である。この認識に基づき，学習された知識を再評価する乙とにより，与えられた特徴か

ら有用な特徴の組合せを発見し特徴記述能力を向上させる機能，および経験的な一般化オペレータを用い

て雑音の影響を受けている可能性のある例題を除外する機能などを実現することにより，分類型の知識を

帰納的に学習する適応的ルールインダクションシステム ARIS を開発し，その詳細について明らかにし

ている。また，開発された学習システムを SPREX のいくつかの部分的な知識に適用し，その結果得ら

れた知識の品質，性能および，学習システムの能力について評価している。さらに，専門家による知識ベ

ース構築作業の効率を向上させ，具体的な試料の裏付けを伴った正確な知識を生成するためには，第 3 章

で述べた人間主導の知識ベース構築支援環境と学習機構を統合してゆく必要性があることを指摘し，その

一手法を提案している。

最後に第 5章においては，本研究で得られた主な成果をまとめ，今後lと残された課題について述べてい

る。

論文の審査結果の要旨

本論文は，音声認識の分野に知識工学的な考え方を導入する乙とにより，連続発声された音声を認識す

るために必要とされる経験的な知識を効果的に活用できる音声の知識工学的な認識手法に関する研究をま

とめたものであり，主として以下に示したような成果が得られている。

(1) 従来から連続音声の認識を目指すシステムにおいて，性能を向上させるための補助的手段として，基

本的な特徴パラメータ照合アルゴリズムに加えて利用されてきた音声に関する経験的な知識を，知識工

学の手法を導入することにより体系的に蓄積，整理すると共に，この知識を効果的に利用する乙とによ

り連続音声の認識を行う知識ベースシステムの実現手法，有効性および知識の構成法を明らかにしてい

る。

(2) 乙のシステムを知識工学の観点から検討する乙とにより 知識工学の分野で重要な研究課題とされる

知識の獲得，表現，管理，学習などの問題に対して具体的かつ積極的K取り組み，これらの問題に対処

するために必要とされる知識ベース構築支援環境の機能および、その構成法について論じると共fC，この

考えに基づく環境を実現し，音声認識実験を通して乙の環境の性能，およびそれがシステム性能向上の

ために果たした効果を明らかにしている。

(3) 知識工学の分野における重要な研究課題の一つである学習に関して帰納的な学習を効率的に行うた

めには，例題となる事例を記述する特徴表現レベルの調整能力および例題に含まれる雑音の影響を受け

にくし、一般化能力が必要であることを指摘し，特徴の調整・生成機能，および雑音に関する経験則に基

づく一般化能力の強化機能など、を備えた学習アルゴリズムを提案すると共に，そのアルゴリズムに基づ

く学習システムの構成法および機能を明らかにしている。
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(4) (3)の学習システムを音声認識知識の学習に応用し.この学習システムの能力を実験的に評価すること

lとより， (3)で述べた特徴の調整・生成機能および一般化機能の有効性を明らかにしているo また，専門

家が作成した知識ベースに匹敵する性能を持った知識を，本学習システム lとより自動的に生成できるこ

とを実験を通して確認している D

以上のように，本論文は知識工学的手法に基づく連続音声の認識手法.知識ベースシステム構築支援，

および，知識ベースの帰納的な学習法K関して多くの知見を得ており，情報工学，特に音声認識，知識工

学の両分野に寄与すると乙ろが大きい。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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